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（注）今回用いているピロリ抗体測定法では、ピロリ菌抗体価10未満を陰性と判定しています。‌

Aタイプ‌

おおむね健康的な胃粘膜で、胃の病気になる危
険性は低いと考えられます。逆流性食道炎など
ピロリ菌に関連しない病気に注意しましょう。‌
未感染の可能性が高いですが、一部にはピロリ
菌の感染や感染の既往がある方が含まれます。‌
一度は内視鏡検査などの画像検査を受けること‌
が理想的です。‌

Bタイプ‌
少し弱った胃粘膜です。胃かいよう・十二指腸
かいようなどに注意しましょう。胃がんリスク
もあるので、内視鏡検査を受けましょう。‌
ピロリ菌の除菌治療をお勧めします。‌

Cタイプ‌
萎縮の進んだ弱った胃粘膜と考えられます。‌
胃がんになりやすいタイプと考えられます。‌
定期的な内視鏡検査をお勧めします。ピロリ菌‌
の除菌治療をお勧めします。‌

Dタイプ‌
萎縮が非常に進んだ胃粘膜と考えられます。胃‌
がんなどの病気になるリスクがあります。ピロ‌
リ菌感染診断をお勧めします。必ず専門医療機‌
関で内視鏡検査などの診断を受けてご相談くだ‌
さい。‌

Eタイプ‌ ピロリ菌の除菌治療を受けた方は、除菌判定の結果に関わらず、E群（除菌群）として定
期的に内視鏡検査を受けましょう。‌

除菌により胃がんになるリスクは低くなりますが、決してゼロになるわけで
はありませんので、除菌後も内視鏡検査による経過観察が必要です。‌

(注)‌

※ABC分類でのペプシノゲン検査（PG）の(＋)は通常のPG検査の判定
「1+、2+、3+」を含みます。‌

胃がんリスク検診を受診した方へ‌

胃の検診で多く実施されているのはバリウムを飲んでから行うX線撮影で、フィルムに写った‌
胃壁の凹凸から胃の状態を見る検査です。‌
この方法とは別に、上記２種の血液検査を組み合わせることによって「胃の健康度」を調べる‌
ことができます。‌


